
改善目標

費用対効
果が低い

・乗客が少ない
・路線バスとの重複が多く、非
効率的

・多くの町民が利用する
効率的な運行

財政負担
が大きい

・財政状況の悪化
・バスの買い替えが必要

・運行経費の縮減
・収支比率の向上

課題

豊能町地域公共交通社会実験運行評価方法書                   平成23年8月 

 

1.評価の目的と手段 

 

 ○目的…評価基準を設け、廃止も含めたさらなる見直しを検討し、社会実験後の交通計画を策定する。 

 

 ○手段…客観的な判断ができるよう定量的な基準による評価を行い、その他の検証項目を用いてその要因を整理す

る。これをもとにさらなる見直しを検討する。 

 

2.課題、目標の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．評価の流れ 

 

①定量的な見直し基準による１次評価 

 

…定量的な見直し基準を満たしているかどうかを検証し、評価の方向性を【廃止】【見直し】【継続】に仕分けする 

 

 

②その他の検証項目で要因等を整理 

 

 …①の評価となった要因や、他の交通への波及状況等を整理する 

 

 

③交通計画の策定に向けた見直しの検討 

 

 …②の要因等をもとに、見直しの方策を検討する 

 

   （１）地域に必要な交通か？・・・利用状況、他路線への波及等 

          ↓ 

   （２）必要ならば、運行方法が需要にあっているか？・・・事業方法、路線、本数、時刻等 

          ↓ 

   （３）その方法で適切な利用者負担は？・・・運賃、収支率、負担のあり方等 

 

 

④２次評価と社会実験後の交通計画の策定 

 

 …③の検討結果をもとに２次評価を行い、実験後の交通計画を策定する 

 

定量的な見直し基準による評価

（見直しor継続） 

「豊能町地域公共交通社会実験計画」記載の課題と目標 課題と目標に応じた検証項目 

○地域の状況から見て、運行すること

が妥当か？ 

○運行の方法は妥当か？ 

○財政負担の度合いは妥当か？ 



４．評価シート 

【東西バス】 
   

【東地区デマンドタクシー】 
 

１次

評価 

収支率 
 

１次

評価 

乗合実績 

30％未満 30～50％ 50％以上 
 

２人未満又は４人超 ２人以上～４人まで 

廃止 見直し 継続・改善 
 

廃止・見直し 継続・改善 

 
⇓ ⇓ ⇓  

 
⇓ ⇓ 

検証 
必要性 

運行方法・形態 

利用者負担 

他の路線への波及 

改善策  
検証 

必要性 

運行方法・形態 

利用者負担 

他の路線への波及 

改善策 

 
⇓  

 
⇓ 

2次

評価 
廃止 

見直し 継続・改善 
 

2次

評価 
廃止 

見直し 継続・改善 

運行方法 路線 
 

運行方法 路線 

路線 停留所 
 

路線 停留所 

停留所 時刻 
 

停留所 時刻 

時刻 運賃 
 

時刻 運賃 

運賃   
 

運賃   

※１次評価により見直しの方向性を決定するが、検証結果により２次評価を改めて行うため、１次評価と2次評価が異なる結果となる場合がある 

例①１次評価【継続・改善】⇒検証の結果、他の路線への波及が大きいと判断した⇒２次評価【見直し】 

例②１次評価【廃止】⇒地域にとって必要性があり、かつ見直しによる改善が可能と判断した⇒２次評価【見直し】 

例③１次評価【見直し】⇒見直しの余地はあるが、必要性がないと判断した⇒２次評価【廃止】 

 



○【１次評価】見直し基準の詳細 

東西バス 

評価項目 計算方法 従前値（東西巡回）（％） 見直し基準（％） 

収支率 
（運賃収入＋その他収入）÷運行経費×

100 
15.08 

30未満 廃止 

30以上 

50未満 
見直し 

50以上 継続・改善 

・運行の必要性や方法の妥当性といった全体の判断基準として収支率を用いる。 

・1次評価では、【廃止】【見直し】【継続・改善】の仕分けを行う。 

・【継続・改善】は、「税負担と利用者負担が半々（＝50％）」を基準とし、50％未満なら見直しの対象とする。また、今回の社会実験は財政再建の一環として実施しているので、

全国平均（茨木県が調査した概算値）や兵庫県の平均等を参考に設定した３０％以上とならない場合は【廃止】に仕分ける。 

 

東地区 

デマンド 

評価項目 計算方法 従前値 見直し基準（人） 

乗合実績 利用者数÷便数   

２未満 
廃止・見直し 

又は４超 

２以上 

４まで 
継続・改善 

・予約があったときのみ運行するデマンドタクシーが、需要の少ない東地区における乗合交通として妥当な方法かどうかを評価するため、乗合の成立状況を基準として用いる。 

・１次評価では【廃止・見直し】【継続・改善】の仕分けを行う。 

・【継続・改善】は乗合が成立＝2人以上４人までを基準とする。２人未満の場合は乗合の成立割合が低いため、４人以上の場合は増車対応割合が多いため、【廃止・見直し】に仕分

ける。 

 



○【２次評価】検証項目の詳細 

検証項目 

評価項目 

  
採択理由 方法 

  

地域の状

況から見

た運行の

妥当性 

利用者数 
1便あたりの利用者数 

（バス） 
平均利用者数の増減を比較するため 利用者数を全便数で除した数 

  

利用率 沿線需要を調べるため 
沿線200メートルに含まれる丁字の人口のうち1日あ

たりの利用者割合及び全人口の利用者割合 

各便利用者数 時間帯別の利用状況を調べるため 月報 

利用動向 乗継率 
乗継によるネットワークとなっているかを調べるた

め 
利用実態調査 

  指定区間利用者数 主要区間の利用を調べ、利用実態を調べるため 乗降者数調査 

  利用者特性 
運行目的が利用実態と合っているかどうかを調べる

ため 
利用実態調査 

他の交通への

波及 
路線バス利用者数 路線バスへの波及効果を調べるため 阪急バス実績 

  鉄道利用者数 鉄道への波及効果を調べるため 能勢電鉄実績 

  タクシー利用者数 タクシーへの波及効果を調べるため 京都タクシー実績 

  利用形態の変化 他の交通からの手段変更の有無を調べるため 利用実態調査 

交通施策

への財政

投入のバ

ランス、妥

当性 

税金の負担割

合 

公共交通にかかる支出額 公共交通への税負担の総額を比較するため 補助総額 

住民１人当たりの財政投

入額 
住民負担を比較するため 補助額/年度当初住基人口 

利用者１人当たりの財政

投入額 
費用効率を比較するため 補助額/利用者数 

※項目は必要に応じて追加、変更する 



５．評価のスケジュール（概略）（※平成２３年12月改訂） 

 

【Ⅰ・Ⅱ期】…町の公共交通の課題を整理するとともに、交通計画の枠組みを策定する 

○中間評価…６ヵ月の運行実績により傾向を分析 

○交通の課題整理…町における交通の課題（セーフティーネットとしての交通、地域内交通、地域外交通）を整理 

○交通計画の枠組み…交通計画は実績をもとに策定するが、整理した課題に応じた枠組みをあらかじめ策定しておく 

○利用傾向調査…評価に用いる利用傾向を調査（OD調査やアンケート等） 

 

【Ⅲ期】…評価による見直しを反映した交通計画を策定し、パブリックコメントを実施 

○実績の整理…実績をまとめ、定量的な見直し基準による評価を行う 

○評価と交通計画案…要因の整理と交通計画案の策定 

○計画の決定と実施準備 

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

検証ターム

方法書

中間評価

交通会議 報告 報告

町 予算計上

阪急バス 路線再編 東西バス手続き

新交通計画にかかる手続き

H23 H24 H25

運行

交
通
計

画
の
実
施

評価対象運行期間（1期）

Ⅲ

分科会

報告・パブリックコメント

計画変更

運行変更手続き

予算計上

実績の整理⇒評価⇒交通計画案 交
通
計

画
決
定

社会実験運行期間

評価対象運行期間（2期）

Ⅰ

利用傾向調査

Ⅱ

交通の課題整理・交通計画の枠組み策定


